
1 

 

区民のみなさまからのご意見 

 

 

平成 26 年 12 月 11 日（木）から平成 27 年 1 月 22 日（木）までに、区民のみ

なさまから寄せられたご意見は、以下のとおりです。  

なお、みなさまからのご意見については、要旨の掲載とさせていただいており

ます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

○区役所は駅の真ん前に建設してほしい。現在地から 100ｍ先では、歩くのはも

ちろん、バスに乗り継ぐのも、お年寄りには大変である。 

 

○地域事務所の利便性もあまり向上せず、事務所も減らされた。また、保健や福

祉関係の事務も一か所ではできない。保健所も別なところにある。それなら、す

べての業務を地域に分割して、支所を作ったらどうか。 

 

○家から中野区外まで、歩く道の確保すらこの 5 年でほとんど改善されていない。

特に車道・歩道の区分のある道路の歩道は、自転車が来れば、溝か、店に入らざ

るを得ない凸凹道がほとんどである。生活道路に車が来れば、電柱の蔭に避難せ

ざるを得ない。道幅は増えないから、区を通り抜ける車の制限、運搬の小口化や

夜間配送など工夫が必要である。 
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○ＪＲ中野駅周辺に全ての機能を集めようとしており、新井や鍋横商店街のこの

十年間の衰退は、目を覆いたくなる。コンビニによる個人商店の廃業も、商品の

画一化、町の人目を無くしている。 

 

○温暖化防止、省エネのため、春、秋に窓を開け放って暮らすには、ネズミ、ハ

エ、カの退治と、車の通行量を減らして排ガスを減らさねばならない。大体環六

の交通量を大幅に増やしたのは、区の無策である。 

 昔と変わり、今はほとんどの家にエアコンがある中で、夏冬の冷暖房時の断熱

について、どの様な施策・指導をしたのか、また、これから進めて行くのか。 

 

○火災、安全、衛生面から空き家問題は深刻だが、何故空き家が無くならないの

か、国が法律を変えないでも、区の裁量で処置する方策を織り込まないのは怠慢

だと思う。 

 

○学校再編等で、通う学校が変わることがある。子どもは、仲間同士の付き合い

で育つ面が大きいが、兄弟・近所の子どもの学校がバラバラでは、付き合いも無

くなってしまう。 

 

○共同住宅に住む人たちが、地域に組み込まれていると思えない。彼らを、そし

て日本人以外も含めた相互の支えあいを如何に作るか。IT 活用も視野に検討する

べきである。 

 

○中野区に総合大学を誘致するべきである。 
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○中野坂上は閑散としており、ゼロはゼロで孤立している。これらの連携を図る

策を考えてほしい。 

 

○基本構想を見直すために、「基本」の議論をするべきである。あらかじめ細かい

枠組みを作らず、皆の議論で現状の、「住む」、「暮らす」、「育てる」に係る問題点

を拾い上げ、それらの重点を、区民の力と行政の仕事で変革する構想にするべき

である。 

 

○基本構想は、10 年後の中野を、どのようなまちにするのかを明確に読み取れる

ようにするべきである。 

 

○少子高齢化、低成長社会を踏まえ、限りある財政・環境条件の中で、重点化、 

集中化、絞り込みを行い、大胆な将来構想を立て、思い切った政策の重点化を図

ることが必要だと思う。 

 

○人口減少が始まる中で、中野区が活気あるまちとして存在し、発展していくに

は、皆が「中野区に住みたい」と思うようなまちにすることが必要である。その

ために、基本構想の柱として、何かの点において「日本一のまち」にする、少な

くとも、「東京一のまち」にすることを考えてほしい。 

 

○子育てのしやすいまちになってほしい。若い子育て世代が、中野区を選んで住

んでくれるようになることは、人口を確保し、活気あるまちとなる最も近道だと

思う。 
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 そのために、保育園、待機児童の即刻解消、学童保育の充実が必要だと思う。

また、施策の実施にあたっては、区民、子育て経験者、高齢者の協力・活用を。 

 

○教育の進んだまちになってほしい。教育の最先進地域とすることを提案する。

そのための一つとして、小・中学校の教育にも、ICT を導入したらどうか。単に、

パソコンを導入するだけではなく、プログラミングをはじめとして、ICT を使い

こなすための教育が鍵となる。 

 

○区民、有識者、企業等の力も借りて、開かれた学校になってほしい。 

 

○高齢者、区民の躍動するまちになってほしい。高齢者が人口の 25％を占める社

会では、高齢者が活発に活動できる環境づくりが重要だと思う。 

 そのため、区役所内に、高齢者活用の専任責任者を配置・強化するべきである。 

高齢者が自分達で活動領域を探すのと同時に、社会でやるべき、やって欲しい活

動の内容を（区側等から）提示し、相互作用の起こる場を設立したらどうか。 

 

○外国人の住み易いまちになってほしい。外国人の住み易いまちにすることは、

重要な目標になると思う。 

 そのためには、まずは、区役所内に「専任の」担当者を配置し、全体の推進を

してほしい。また、大学と連携したり、外国人が一つにまとまることのできる「お

祭り、フェスティバル」を実施してどうか。 
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○明確な特徴のあるまちになってほしい。長年、中野区に住んでいるが、中野区

はどこを向いているのか、どんな特徴の町なのかよく分からない。荻窪はクラシ

ック、阿佐ヶ谷はジャズ、高円寺は阿波踊りと、駅ごとに特徴があるが、中野駅

は何か？杉並区は、教育面で動いており、世に知られている。新宿と、吉祥寺の

中間で、中野の特徴は何か、はっきりしない 

 警察学校の跡地に 3 大学、四季の森公園などが整備され、中野区の大きな財産

になりつつあり、大きなチャンスだと思う。大学・学生とのコラボレーションも

取り入れて、「骨太で本気の」基本構想を作ってほしいと思う。 


